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生きた細胞を解析・分離する従来技術としてフ
ローサイトメトリーがあるが、細胞表面のタンパク
質が対象であり、細胞内に多く存在する有用な
マーカータンパク質を対象に出来なかった。細胞
内のタンパク質を標的とした分離が実現すれば、
より確実に目的細胞を提供できるようになり、iPS
細胞の実用化等に資する技術となる。

抗体修飾ナノニードルアレイによる細胞分離
シリコン微細加工技術により、5mm角の基板上に、直径200nm、長さ20μmの高アスペク
ト比のナノニードルが30μm間隔で100×100本、合計１万本配列したナノニードルアレイを
作製した。また、ナノニードルアレイと同一座標に、接着力が制御された状態で細胞が配列し
た細胞アレイを作製することに成功した。本技術では、接着力が調整された細胞に対して、抗
体修飾ナノニードルを挿入し、細胞内部のタンパク質を結合することによって目的細胞のみを釣
り上げ、分離する。神経幹細胞のマーカーである中間径フィラメント、ネスチンを標的とし、抗
ネスチン抗体修飾したナノニードルアレイを用いて、ネスチン陽性細胞P19と陰性細胞NIH3T3
からなる混合細胞アレイに対して、挿入・引き上げ動作を行い、P19を機械的に分離・回収
することに成功した。

挿入しても細胞にダメージを与えないナノスケー
ルの針材料「ナノニードルアレイ」を用いること
で、細胞の生体機能を損なうことなく、多数の細
胞を同時に機械的に分離し、解析する新しい技
術を開発する。細胞への高効率物質導入等に
応用できる汎用性の高い要素技術である。
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本技術の実用化により、安価で精密な細胞
分離が可能となり、個人の体細胞から樹立さ
れたiPS細胞の利用に貢献する。ダメージレ
スで細胞内にアクセス出来る特長を生かし、

安全な細胞のゲノム編集デバイス、あるいは
細胞を解析・制御するセンサデバイスなど、生
命と先進技術を結ぶインターフェースとして発
展させていく。

ライフ･イノベーション

理工系

図左：抗体修飾ナノニードルアレイを用いた細胞の機械的分離技術の概念図。図中：作製されたナノニードルアレ
イのSEM像。図右：作製された細胞アレイの明視野像。


